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葬送について調べる 

 

大切な人が逝ってしまった時、どのようにお別れをすれば、故人は安らかに

旅立ち、私たちは慰められるのでしょうか。そんな気持ちに役立つ本を、ご紹

介します。 

＊（ ）内の記号は請求記号です。 テーマ【暮らしの知恵】もご覧下さい。 

 

葬儀・法要・相続 

『それでいい！今どきの仏事 108 問答』 WAVE出版 2019 （186-ﾏ）                        

“仏事の正解はひとつではない”ということを伝えるため、仏事に関

する 108の質問に、すべて「いいえ」の出だしで答えた問答集。  

『あなたの葬送は誰がしてくれるのか？』 興山舎 2017 （385.6-ﾅ） 

親から子へという葬送の形がくずれてきている。宗教学者である著者

が、「葬送の激変」という社会問題を深掘りする。  

『お葬式の後にすること』  大滝忠弘／著他 法研 2015 （324.7-ｵ） 

法要、公的な手続き、相続、納税など、お葬式の後に遺族が「しなけ

ればならないこと」を、税理士、弁護士、社会保険労務士、葬祭業者ら

専門家がわかりやすく解説する。平成２７年相続税・贈与税改正に対応。   

『遺族のための葬儀・法要・相続・供養がわかる本』 

市川愛／河原崎弘／監修 学研パブリッシング 2014（385.6-ｲ） 

葬儀に関する伝統的なしきたりやマナーの解説から、人の死亡後に必

要となるさまざまな事務手続きと遺産相続の基本について。 

『葬儀・墓地のトラブル相談Ｑ＆Ａ』 長谷川正浩／編 他 2 名 

       民事法研究会 2014（385.6-ｿ） 

死亡および死亡直後に発生するトラブルや、葬儀、墓地に関する問題

を「樹木葬」「散骨」「略式葬」も含めた事例をもとに解説する。 



お墓  

『いまどきの納骨堂』    井上理津子／著 小学館 2018（385.6-ｲ） 

「お墓、どうしよう?」と悩む人たちの解決の一助になりますように、と

の思いも込めて綴った新しいスタイルのお墓の見聞記。 

『夫の死後、お墓・義父母の問題をスッキリさせる本』 

大崎美生／佐藤みのり／著 日本実業出版社 2018（324.6-ｵ） 

墓じまいから復氏、遺産分割まで、夫を亡くした妻が直面しうる問題

について、２人の弁護士が事例を通して丁寧に解説する。 

『お墓にまつわる法律実務』 遺言・相続リーガルネットワーク／編著 

日本加除出版 2016（498.1-ｵ） 

弁護士によるお墓についての解説書。亡くなった時の手続きから、お

墓に関する契約、祭祀承継まで、Ｑ＆Ａ形式で丁寧にわかりやすく説明。 

『お墓どうしたら？事典』 小谷みどり/監修 滋慶出版 2015（385.6-ｵ） 

お墓をめぐる問題を「お墓の承継」「墓じまいと改葬」「新しいお墓の

かたち」などの項目ごとにＱ＆Ａを交えてやさしく説明。 

『お墓のことを考えたらこの１冊』 自由国民社 2015 （385.6-ｲ） 

お墓をつくるときから埋葬・管理・承継まで、お墓をめぐるあらゆる

問題について、事例を挙げて、法的な解決策を中心に説明。  

自然葬 

『樹木葬という選択』  田中淳夫／著 築地書館 2016 （385.6-ﾀ） 

日本の墓地状況や歴史的な変化を追うと共に、世界に広がる「緑の埋

葬」事情と樹木葬を行っている日本の寺院・霊園を訪ね歩いたレポート。 

『晴れたら空に骨まいて』  川内有緒/著 ポプラ社 2016 （385.6-ｶ） 

セーヌ川にかかる橋、南国の珊瑚の海…思い出の地での散骨について、

深いまなざしで「生と死」をユーモラスに綴るノンフィクション。 

『お墓に入りたくない！散骨という選択』 

 村田ますみ／著 朝日新聞出版 2013（385.6-ﾑ） 

多様化する葬式や供養のスタイル。近年増加している散骨についての

背景や選択する人たちの気持ち、行なう際の手続きや注意点などを紹介。  



葬儀業界 

『葬儀業界の戦後史』    玉川貴子／著 青弓社 2018 （673.9-ﾀ） 

葬儀をサービス業として成り立たせるために歩んだ葬祭事業者の葛藤

の歴史と、知られざる葬祭業の戦後と私たちの死生観の変容を描き出す。 

『「死」と向き合う「おくりびと」たち』 

中村三郎／Group21／編 双葉社 2016 （673.9-ｼ） 

納棺師、エンバーマー、火葬場職員、グリーフサポート。「死」と向き

合い、遺族の思いに寄り添って働く人たちの「真実の声」を伝える。 

『葬送の仕事師たち』   井上理津子／著 新潮社 2015 （673.9-ｲ） 

尊厳をもって「送る」とは？葬儀社社員、納棺師、エンバーマー、火

葬場職員。自らを語ることがあまりなかった職種を通し、死を見つめる。 

『葬儀社だから言えるお葬式の話』 

川上 知紀／著 日本経済新聞出版社 2014 （385.6-ｶ） 

お葬式で送る側、送られる側、誰にとっても必要な知識の数々を、老

舗葬儀社の５代目が伝授する。 

 

死生観・弔い 

『春の消息』  柳美里／佐藤弘夫／著 第三文明社 2017 （385.6-ﾕ） 

日本人の死生観をテーマに、かつて飢饉・震災といった大災害に見舞

われた東北各地の墓地、神社仏閣、有形・無形文化遺産などを訪ねた記

録。 

『宮本常一日本の葬儀と墓』 

    宮本常一／著 田村善次郎／編 八坂書房 2017 （385.6-ﾐ） 

日本の葬送・埋葬の儀式は驚くほど多種多様であり、その土地の民俗

文化でもあった。「葬儀と埋葬」「図説・墓地と墓石」の２部構成で最期

の人生行事を論じる。 

『世界のお墓文化紀行』 長江曜子/監修 誠文堂新光社 2016（629.8-ｾ） 

世界各地の墓めぐりの旅へ－。不思議な墓地、美しい霊園をめぐり、

さまざまな民族の死生観をひも解く。 



『死者を弔うということ』 

サラ・マレー／著 椰野みさと／訳 草思社 2014（385.6-ﾏ） 

人はどのように「人の死」を扱ってきたのか。『フェイナンシャルタイ

ムズ』の元記者が、自身の父親の死を契機に、世界の各地に葬送のかた

ちを訪ね、多様な「弔い」の姿を見つめ続けたノンフィクション。 

 

インターネットで調べる 

「日本尊厳死協会」 http://www.songenshi-kyokai.com/ 

治る見込みのない病態に陥り、死期が迫ったときに延命治療を断る「終

末期医療における事前指示書＝尊厳死の宣言書」（リビングウィル）を登

録管理している団体。 

 

「ＮＰＯ法人やすらか庵」 

https://www.npo-homepage.go.jp/npoportal/detail/104000435 

遺骨の埋葬、墓地の継承が困難な方々に、散骨、永代供養墓及び墓じ

まいの相談や支援を行っている。また、撤去された墓石等の再生利用等、

広く公益に寄与することを目的とする。 

 

「埼玉医科大学国際医療センター」 

包括的がんセンター／精神腫瘍科／がん患者遺族 

http://www.international.saitama-ed.ac.jp/section/detail.php?id=22 

がんで配偶者、子ども、親を亡くされた方のうつ病など、死別によっ

て生じた症状に対して、精神医学的治療を行っている。 

 

「日本公証人連合会」 http://www.koshonin.gr.jp/ 

民事に関する公正証書を作成する全国の公証人による団体。全国の公

証人役場一覧、遺言や任意後見契約手続きの Q＆Aなどを掲載。                      
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